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虹
の
友
好
都
市
交
流
の
始
ま
り

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
国
の
首
都
ス

ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
か
ら
南
西
百
キ

ロ
に
あ
る
ニ
イ
シ
ョ
ー
ピ
ン
グ
市

（N
yköping

）。
日
本
原
子
力
研

究
開
発
機
構
と
、
ニ
イ
シ
ョ
ー
ピ

ン
グ
市
に
本
社
を
置
く
ス
タ
ズ

ビ
ッ
ク
社
の
ご
紹
介
で
、
大
洗
町

と
ニ
イ
シ
ョ
ー
ピ
ン
グ
市
の
交
流

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

平
成
17
年
５
月
に
ニ
イ
シ
ョ
ー

ピ
ン
グ
市
長
ヨ
ー
ラ
ン･

フ
ォ

シ
ュ
バ
ー
グ
氏
が
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

大
使
館
で
小
谷
町
長
と
会
談
、
翌

日
大
洗
を
視
察
に
訪
問
さ
れ
ま
し

た
。
市
長
は
大
洗
を
た
い
へ
ん
気

に
入
っ
て
お
ら
れ
、
帰
国
後
「
ぜ

ひ
、
ニ
イ
シ
ョ
ー
ピ
ン
グ
に
お
い

で
く
だ
さ
い
」
と
の
親
書
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

教
育
立
町
を
目
指
す
大
洗
町
と

し
て
、
国
際
化
時
代
を
担
う
子
ど

も
達
に
夢
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
、
人
づ
く
り
の
で
き
た
す
ば
ら

し
い
街
、
ニ
イ
シ
ョ
ー
ピ
ン
グ
市

と
の
「
虹
の
か
け
は
し
」
と
な
る

友
好
交
流
の
実
現
に
向
け
、
友
好

を
深
め
、
絆
を
確
か
め
る
た
め
に

10
月
16
・
17
日
小
谷
町
長
と
山
戸

議
長
そ
し
て
原
子
力
機
構
の
出
沼

次
長
が
ニ
イ
シ
ョ
ー
ピ
ン
グ
市
を

訪
問
・
視
察
し
ま
し
た
。

ニ
イ
シ
ョ
ー
ピ
ン
グ
市
の
概
要

　

人
口
約
５
万
人
、
セ
ー
デ
ル
マ

ン
ラ
ン
ド
県
の
県
都
で
す
。「
ニ

イ
シ
ョ
ー
ピ
ン
グ
」
と
は
「
新
し

い
市
場
」
と
い
う
意
味
で
す
。

　

現
在
の
街
は
八
百
年
前
に
ニ
イ

シ
ョ
ー
ピ
ン
グ
川
沿
い
に
作
ら

れ
ま
し
た
。
河
口
に
現
在
も
残
る

ニ
イ
シ
ョ
ー
ピ
ン
グ
城
に
は
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
王
が
在
位
し
て
い
ま

し
た
。
つ
ま
り
、
そ
の
当
時
は
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
の
首
都
だ
っ
た
と
い

う
歴
史
の
あ
る
街
で
す
。

　

学
校
教
育
で
は
、
グ
ル
ー
プ
を

中
心
と
し
た
授
業
で
、
語
学
教

育
な
ど
で
効
果
的
な
学
習
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

産
業
面
で
は
、
国
際
企
業
が
立

地
し
、
古
く
は
機
関
車
製
造
な

ど
で
重
工
業
が
発
達
し
た
こ
と
か

ら
、
現
在
は
自
動
車
産
業
な
ど
の

工
業
が
盛
ん
で
す
。

　

ま
た
、
リ
ゾ
ー
ト
観
光
地
と
し

て
、
休
暇
を
過
ご
す
方
が
多
く
、

ヨ
ッ
ト
や
カ
ヤ
ッ
ク
な
ど
が
盛
ん

で
す
。

　

一
方
、
首
都
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム

と
一
時
間
で
行
き
来
で
き
る
高
速

道
路
・
鉄
道
が
発
達
し
、
特
筆
す

べ
き
は
「
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
・
ス

カ
ヴ
ス
タ
空
港
」
と
い
う
世
界
で

最
も
短
期
間
で
の
乗
客
伸
び
率
を

記
録
し
た
国
際
空
港
が
あ
る
こ
と

スウェーデンで一番長い遊歩道が整備されて
いるニイショーピング川

ニイショーピング城　王位をめぐる壮絶な物
語が語り継がれています。

町からの記念品を持つヨーラン・フォシュ
バーグ市長といっしょに。

市長に記念品贈呈。説明するスタズビック・
ジャパン　山崎社長（左から2人目）
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デ
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ピ
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市
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に
つ
い
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小
谷
町
長
代
表
訪
問
団
を
歓
迎
！

今年5月、東京のスウェーデン大使館で初会
談。この固い握手から交流が始まりました。
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い
ま
す
。

で
す
。
元
も
と
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

空
軍
の
空
港
で
し
た
が
、
民
間
に

払
い
下
げ
ら
れ
、
現
在
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
や
ボ
ス
ト
ン
な
ど
各
国
18
ケ
所

を
結
び
、
さ
ら
な
る
発
展
が
期
待

さ
れ
て
い
る
空
港
で
す
。

レ
イ
ン
ボ
ー
シ
テ
ィ
ー

　

来
年
四
月
大
洗
町
と
ニ
イ

シ
ョ
ー
ピ
ン
グ
市
が
締
結
す
る
予

定
の
「
虹
の
友
好
都
市―

Ｒ
ａ
ｉ

ｎ
ｂ
ｏ
ｗ　

Ｃ
ｉ
ｔ
ｙ
」
と
は
、

い
ろ
い
ろ
な
色
彩
を
持
つ
交
流
事

業
が
２
つ
の
都
市
を
結
ぶ
こ
と
か

ら
、
こ
れ
か
ら
の
様
々
な
交
流
が

両
町
を
結
ぶ
虹
の
か
け
は
し
と
な

る
よ
う
に
と
の
期
待
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
国
際
交
流
・
国
際

理
解

　

大
洗
町
で
は
国
際
交
流
、
国
際

理
解
を
進
め
る
た
め
に
虹
の
友
好

都
市
交
流
を
進
め
る
「
交
流
」、

町
内
に
在
住
す
る
外
国
籍
住
民
と

の
連
携
を
図
る
「
協
調
」
そ
し
て

国
際
観
光
都
市
と
し
て
お
客
様
を

歓
迎
す
る
「
も
て
な
し
」
を
３
本

の
柱
と
し
、
青
少
年
の
海
外
派
遣

事
業
、
国
際
交
流
協
会
設
置
へ
の

取
り
組
み
、そ
の
他　

国
際
交
流
・

理
解
に
か
か
わ
る
事
業
を
進
め
、

町
内
の
国
際
化
を
含
め
た
国
際
化

対
策
事
業
を
、
こ
の
友
好
都
市
締

結
を
皮
切
り
に
具
体
的
に
進
め
て

い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

友
好
交
流
を
進
め
る
た
め
に

　

ニ
イ
シ
ョ
ー
ピ
ン
グ
市
は
街
路

樹
や
歩
道
が
整
備
さ
れ
、
ど
こ
を

歩
い
て
も
公
園
の
よ
う
な
街
並
み

で
す
。
到
着
し
た
小
谷
町
長
ら
訪

問
団
は
、
市
長
を
は
じ
め
議
長
、

副
市
長
ら
ニ
イ
シ
ョ
ー
ピ
ン
グ
市

の
皆
さ
ん
か
ら
歓
迎
を
受
け
ま
し

た
。
午
後
に
は
、
現
地
に
お
住
ま

い
の
日
本
人
会
の
皆
様
と
も
会
談

し
ま
し
た
。

　

市
長
ら
と
共
に
福
祉
施
設
、
住

宅
整
備
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
そ

し
て
社
会
基
盤
で
あ
る
空
港
な
ど

を
視
察
し
、
市
長
と
の
会
談
で
は

今
後
両
町
が
相
互
に
発
展
す
る
た

め
に
、
福
祉
や
教
育
そ
し
て
人
材

育
成
の
た
め
の
交
流
の
あ
り
方
、

そ
し
て
両
町
の
強
い
絆
を
確
認
し

ま
し
た
。

　

来
春
、
ニ
イ
シ
ョ
ー
ピ
ン
グ
市

長
ら
が
大
洗
の
地
を
訪
れ
る
予
定

と
な
っ
て
お
り
、
交
流
事
業
を
進

め
る
た
め
の「
虹
の
友
好
都
市（
姉

妹
都
市
）」
へ
の
締
結
調
印
に
向

け
て
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て

現地の新聞でも取り上げられました。
表題は「日本から友好の訪問」

ストックホルム・スカヴスタ空港。ランデ
リウス市議会議長(前列中央)にも案内い
ただきました。

市庁舎入り口には、市の青少年教育への取組
みを紹介するパネルが展示されています。

市議会議場を使った新税制についての職員研
修の様子を視察　

ニイショーピング市役所前にて　左からカール副市長、山戸議長、小谷町長、フォシュバー
グ市長、原子力開発機構　出沼次長

スタズビック社の視察。在スウェーデン大使館高谷一
等書記官（左端）とローレンツェン副社長（右から3番目）
にもニイショーピング滞在中ご同行いただきました。
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大
洗
町
芸
術
文
化
祭

―
 

芸
術
文
化
の
薫
り
高
い
町
に ―
文化

　

10
月
30
日
を
中
心
に
第
31
回
大

洗
町
芸
術
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

会
場
と
な
っ
た
文
化
セ
ン
タ
ー

と
中
央
公
民
館
に
は
、
書
道
、
篆て

ん

刻こ
く

、
絵
画
、
工
芸
美
術
、
写
真
、

陶
芸
、
俳
句
、
短
歌
、
い
け
ば
な

や
民
謡
、吟
詠
剣
詩
舞
、音
楽
会
、

俳
句
会
、短
歌
会
、茶
会
が
大
ホ
ー

ル
な
ど
で
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
17
年
度　

文
化
功
労
者

短
歌
部
門　

勝
山　

一
美
さ
ん

勝
山
一
美
さ
ん
は
、
短
歌
の
研
究

や
普
及
に
努
め
る
と
と
も
に
、
4

期
（
平
成
9
年
か
ら
平
成
16
年
）

に
わ
た
り
、
大
洗
町
芸
術
文
化
協

議
会
会
長
を
歴
任
さ
れ
、
町
の
芸

術
文
化
の
振
興
発
展
に
尽
力
さ
れ

て
い
ま
す
。

町の芸術文化に貢献された方々に
文化功労賞が授与されました。

書
道
の
部

知
事
賞　

會　

澤　

剛　

史

町
長
賞　

田　

山　

美
矢
子

優
秀
賞

一　

席　

田　

山　

恵　

子

二　

席　

鈴　

木　

沙
和
子

三　

席　

才　

田　

寿　

満

四　

席　

福　

地　

喜
千
夫

奨
励
賞　

飛　

田　

佳　

昭

奨
励
賞　

草　

野　

房　

子

奨
励
賞　

苅　

込　

好　

子

奨
励
賞　

加　

藤　

宗　

一

奨
励
賞　

三　

村　

将　

夫

奨
励
賞　

宗　

像　

志　

郎

奨
励
賞　

鎌　

田　

美
智
代

奨
励
賞　

福　

地　

里　

恵

奨
励
賞　

石　

崎　

洋　

子

奨
励
賞　

今　

関　

由　

美

奨
励
賞　

萩　

沼　

美　

代

奨
励
賞　

宮　

山　

節　

子

篆て
ん

刻
の
部

知
事
賞　

須　

田　

典　

雄

町
長
賞　

渡　

邊　

浩　

直

優
秀
賞　

會　

澤　

剛　

史

奨
励
賞　

橋　

本　

寧　

男

奨
励
賞　

美
ノ
辺　
　
　

潔

奨
励
賞　

深　

作　

純　

子

絵
画
の
部

知
事
賞　

猿　

田　

和　

江

町
長
賞　

米　

川　

照　

枝

優
秀
賞　

田　

口　
　
　

繁

優
秀
賞　

関　
　
　

博　

美

奨
励
賞　

井　

田　

き
み
子

奨
励
賞　

浅　

沼　

信　

子

工
芸
美
術
の
部

知
事
賞　

秋　

山　

く　

り

町
長
賞　

窪　
　
　

ふ
さ
子

優
秀
賞　

坂　

本　

ヤ　

エ

優
秀
賞　

渡　

辺　

秀　

子

優
秀
賞　

桑　

又　

佐
代
子

奨
励
賞　

吉　

田　

ふ　

み

奨
励
賞　

高　

松　

節　

子

奨
励
賞　

佐　

藤　

政　

子

奨
励
賞　

藤　

沼　

と
し
子

陶
芸
の
部

知
事
賞　

古　

渡　

節　

子

町
長
賞　

石　

田　

政　

代

優
秀
賞　

高　

橋　

康　

夫

奨
励
賞　

吉　

田　

ふ　

み

写
真
の
部

知
事
賞　

髙　

橋　

浩　

一

町
長
賞　

金　

沢　

清　

治

優
秀
賞　

鹿　

島　

伸　

介

奨
励
賞　

関　

根　
　
　

源

奨
励
賞　

一　

家　

幸　

男

奨
励
賞　

桑　

嶋　

宣　

昭

奨
励
賞　

神　

主　

雅　

央

俳
句
の
部

知
事
賞　

大　

貫　

千
代
子

町
長
賞　

川　

崎　

京　

子

優
秀
賞　

鈴　

木　

芳　

子

奨
励
賞　

岸　

根　

た　

い

短
歌
の
部

知
事
賞　

川　

上　

ひ　

さ

町
長
賞　

桐　

原　

す　

み

優
秀
賞　

身　

内　

ゆ　

み

奨
励
賞　

佐　

藤　
　
　

毅

　

歌
人
の
与
謝
野
晶
子
・
寛
（
鉄

幹
）
夫
婦
が
大
洗
を
訪
れ
た
際
に

詠
ん
だ
、
直
筆
の
短
冊
な
ど
を

び
ょ
う
ぶ
仕
立
て
に
し
た
「
与
謝

野
寛
並
び
に
晶
子　

大
洗
に
遊
ぶ

歌
」
が
10
月
28
日
か
ら
３
日
間
中

央
公
民
館
で
初
公
開
さ
れ
ま
し

た
。

　

短
冊
と
色
紙
に
は
、
海
門
橋
や

大
洗
に
ち
な
ん
だ
歌
が
書
か
れ
て

お
り
、
郷
土
ゆ
か
り
の
貴
重
な
文

化
財
に
、
会
場
を
訪
れ
た
人
た
ち

は
興
味
深
く
見
入
っ
て
い
ま
し

た
。

与
謝
野
晶
子
・
寛

直
筆
短
冊
と
色
紙
を

〝
び
ょ
う
ぶ
仕
立
て
〞で
公
開

芸
術
文
化
祭
入
賞
者
（
敬
称
略
）
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「
い
じ
め
」
自
分
だ
っ
た
ら
ど
う
す
る
か

小
学
生
を
対
象
と
し
た
人
権
教
室

人権

　

11
月
16
日
、水
戸
地
方
法
務
局
、

水
戸
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
、
町

の
共
催
に
よ
り
磯
浜
小
学
校
で
３

年
生
２
ク
ラ
ス
を
対
象
に
「
い
じ

め
を
な
く
そ
う
人
権
教
室
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
「
い
じ
め
の
な
い

楽
し
い
学
校
生
活
を
送
る
た
め
に

は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
」
に
つ
い

て
一
緒
に
考
え
、
友
達
を
差
別
し

て
悲
し
ま
せ
て
は
い
け
な
い
と
い

う
こ
と
か
ら
人
権
思
想
の
基
本
的

な
考
え
方
を
理
解
し
て
も
ら
お
う

と
い
う
も
の
で
す
。

　

大
洗
町
の
人
権
擁
護
委
員
の
吉

川
典
正
さ
ん
、
清
宮
澄
さ
ん
、
八

木
逸
郎
さ
ん
が
出
席
し
、
ア
ニ
メ

ビ
デ
オ
「
ぼ
く
だ
っ
て
き
れ
い
に

し
た
い
ん
だ
」
を
教
材
に
い
じ
め

る
子
、
い
じ
め
ら
れ
る
子
、
そ
れ

を
見
て
い
る
子
の
そ
れ
ぞ
れ
の
気

持
ち
に
な
っ
て
話
し
合
い
ま
し

た
。

　

ビ
デ
オ
は
、
小
学
３
年
生
の
あ

る
教
室
が
舞
台
、
主
人
公
の
女
子

児
童
が
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
男
子
児

童
に
い
じ
め
を
や
め
さ
せ
よ
う
と

決
意
す
る
ス
ト
ー
リ
ー
。

　

子
ど
も
た
ち
は
自
分
だ
っ
た
ら

ど
う
す
る
か
を
考
え
、

「
先
生
や
親
に
相
談
す
る
」「
い
じ

め
は
や
め
て
ほ
し
い
と
は
っ
き
り

い
う
」「
い
じ
め
て
い
る
子
が
い

た
ら
み
ん
な
で
注
意
す
る
」な
ど
、

真
剣
に
意
見
を
発
表
し
て
い
ま
し

た
。

　

進
行
役
を
努
め
た
清
宮
さ
ん
と

八
木
さ
ん
は
「
こ
の
教
室
が
き
っ

か
け
と
な
っ
て
、
お
友
達
を
差
別

し
て
悲
し
ま
せ
て
は
い
け
な
い
と

い
う
心
が
芽
生
え
、
ク
ラ
ス
や
家

庭
で
人
権
に
つ
い
て
話
し
合
え
る

よ
う
に
な
れ
ば
良
い
で
す
ね
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
11
月
18
日
、
夏
海
小
学

校
で
は
3
・
４
年
生
を
対
象
に
、

昨
年
に
引
き
続
き
人
権
教
室
を
開

催
し
て
お
り
ま
す
。

障害者への理解を深めましょう
磯浜小学校で点字教室開催

　11月16日（水）磯浜小学校4年生を対象に、点字教室が
開催されました。
　講師として、大洗町盲人福祉協会の前川一郎さんを招き、
ボランティア連絡協議会会員の協力のもと、生徒たちは真剣
な表情で取り組んでいました。
　この授業は、障害者への理解を深めるために実施されてお
り、この他にも車椅子教室や手話教室なども行われています。
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〒311-1311　茨城県東茨城郡大洗町大貫町1212-57
大洗町体験活動交流センター内
TEL 029-266-3322　　FAX 029-267-5417
E-mail umi@anco-oarai.org　　URL http://www.anco-oarai.org

　大洗海の大学ANCOは、誰でも、いつでも入学できる体験型の学校
です。大洗の豊かな自然と豊かな人情に触れ、自然を大切にする心と
人を思いやる気持ちを育むことをめざすと共に、様々な人たちの交流
の場となり新しい輪が広がることを目的としています。

大洗海の大学１２月カリキュラム大洗海の大学１２月カリキュラム大洗海の大学１２月カリキュラム

「旬の魚料理教室」
内　　容　大洗の漁港に獲れたての魚を食材にして、地元の漁師の奥さんが
　　　　　その魚の一番美味しい料理方法をお教えします。
日　　時　１２月１７日（土）　14：00～17：3０
　　　　　　　　　　　　　（集合午後１：４５）
参 加 費　2,000円
開催場所　大洗海の大学　研修実習室
対　　象　１８歳以上　20名
持 ち 物　エプロン

「貝あわせ教室」
内　　容　大洗特産の大ハマグリの貝殻に季節の絵柄を描き、平安の雅な世界に想いを
　　　　　はせることができる教室です。毎月1回、継続して受講できる講座です。
日　　時　1２月１４日（水）　13：30～16：0０
参 加 費　２,０00円（２回目以降は１,５00円）
開催場所　大洗海の大学　研修実習室
対　　象　１８歳以上　30名
持 ち 物　エプロン

「アクア・ジェルキャンドルづくり教室」
内　　容　砂をいれたところに貝殻などをなかに入れ、ジェルで固めて出来あがり。
　　　　　世界にひとつのキャンドルを作りませんか？
日　　時　１２月１８日（日）　９：３０～１２：００
参 加 費　２,０００円（小中学生は１,５００円）
開催場所　大洗海の大学　研修実習室
対　　象　小学校４年生以上
　　　　　（小学校３年生以下の場合は保護者と一緒に）
　　　　　３０名
持 ち 物　１００～３００ｃｃ位の透明なグラス２コ（形はいろいろ自由です）、
　　　　　エプロン

申し込み方法
　すべてのカリキュラムについて、随時受付
を行っております。
※電話・ＦＡＸ・Ｅメールでお申し込み下さい。
　尚、定員になり次第締め切ります。
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新
築
・
増
築
家
屋
の
調
査

と
家
屋
滅
失
届
に
つ
い
て

12
月
17
日
（
土
）
バ
ッ
テ
リ
ー
、

消
火
器
、
ペ
ン
キ
缶
、
物
干
し
台

（
家
電
４
品
目
と
事
業
所
か
ら
の

ご
み
は
対
象
外
）
の
収
集

収
集
場
所　

祝
町
集
会
所
、
磯
道

公
園
、
五
反
田
集
会
所
、
和
銅
公

園
、
東
光
台
公
園
、
明
神
町
集
会

所
、
堀
割
集
会
所
、
桜
道
児
童
公

園
、
寿
集
会
所
、
大
貫
集
会
所
、

角
一
集
会
所
、
農
業
会
館
前
、
神

山
集
落
セ
ン
タ
ー
、
松
川
集
落
セ

ン
タ
ー
、
大
洗
町
役
場

12
月
31
日
か
ら
１
月
３
日
ま
で
ご

み
収
集
業
務
は
お
休
み

12
月
23
日
（
金
）
天
皇
誕
生
日
の

ご
み
収
集
は
い
た
し
ま
せ
ん

●
年
末

燃
や
せ
な
い
ご
み
最
終
収
集
日

12
月
21
日
（
水
）
西
地
区
（
永
町
・

髭
釜
町
・
大
貫
全
域
・
夏
海
全
域
）

12
月
28
日
（
水
）
東
地
区
（
祝
町
・

松
ヶ
丘
・
二
葉
・
明
神
町
・
東
光

台
・
一
丁
目
・
二
丁
目
・
汐
見
ヶ

丘
・
仲
町
・
金
沢
町
・
通
町
・
新

町
・
和
銅
・
五
反
田
・
磯
道
）

資
源
ご
み
最
終
収
集
日

12
月
21
日
（
水
）
東
地
区

12
月
28
日
（
水
）
西
地
区

燃
や
せ
る
ご
み
最
終
収
集
日

12
月
29
日
（
木
）
東
地
区

12
月
30
日
（
金
）
西
地
区

焼
却
場
へ
の
ご
み
の
持
込
み
最
終

日
（
搬
入
）

12
月
30
日
（
金
）
16
時
ま
で

●
年
始

１
月
４
日
（
水
）
よ
り
平
常
業
務

・
東
地
区　

資
源
ご
み

・
西
地
区　

燃
や
せ
な
い
ご
み

問
合
せ
／
生
活
環
境
課
生
活
環
境

係
（
内
線
２
４
５
）

大
洗
・
鉾
田
・
水
戸
環
境
組
合
（
焼

却
場
）
☎
（
２
６
７
）
２
８
９
８

役
場
一
般
業
務

12
月
29
日
（
木
）
か
ら
１
月
３
日

（
火
）
ま
で
お
休
み

問
合
せ
／
総
務
課

　
　
　
　
（
内
線
２
３
１
）

斎
場
火
葬
業
務

１
月
１
日
（
日
）
か
ら
１
月
３
日

（
火
）
ま
で
お
休
み

問
合
せ
／
大
洗
町
斎
場

☎
（
２
６
７
）
０
４
０
９

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
に

つ
い
て

　

平
成
17
年
工
業
統
計
調
査
を
12

月
31
日
現
在
で
実
施
し
ま
す
。

　

工
業
統
計
調
査
は
、
製
造
業
を

営
む
事
業
所
を
対
象
と
し
、
そ
の

活
動
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
調
査
し
ま
す
。

　

12
月
か
ら
来
年
１
月
に
か
け

て
、
統
計
調
査
員
が
伺
い
ま
す
の

で
、
調
査
に
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
皆
さ
ま
か
ら
提
出
し

て
い
た
だ
く
調
査
票
に
つ
い
て

は
、
統
計
法
に
基
づ
き
調
査
内
容

の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

正
確
な
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共

団
体
の
行
政
施
策
の
重
要
な
基
礎

資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
る
と
と
も

に
、
企
業
、
大
学
な
ど
で
の
研
究

資
料
、
小･

中･

高
等
学
校
の
教

材
な
ど
、
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

問
合
せ
／
茨
城
県
統
計
課

商
工
農
林
グ
ル
ー
プ

☎
（
３
０
１
）
２
６
５
６

工
業
統
計
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

各
事
業
所
の
事
業
主
の
方
は
、

平
成
17
年
中
に
支
払
っ
た
給
与
に

つ
い
て
の
「
給
与
支
払
報
告
書
」

を
平
成
18
年
１
月
31
日
（
火
）
ま

で
に
税
務
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
中
途
で
退
職
、
就
職
し
た
方

に
つ
い
て
も
提
出
が
必
要
で
す
。

問
合
せ
／
税
務
課
町
民
税
係

　
　
　
（
内
線
１
４
１
・
１
４
２
）

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出

期
限
は
１
月
31
日
で
す

【
家
屋
調
査
】

　

平
成
17
年
中
に
、
新
築
・
増
築

し
た
家
屋
（
物
置
等
を
含
む
）
に

つ
い
て
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

税
務
課
職
員
が
伺
い
ま
す
の
で
建

物
図
面
等
の
ご
用
意
も
含
め
、
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
日
を
指
定
さ
れ
る

方
は
税
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

【
家
屋
滅
失
届
】

　

家
屋
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
取

り
壊
し
た
場
合
、
そ
の
部
分
に
か

か
る
固
定
資
産
税
は
、
次
年
度
か

ら
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
家
屋

滅
失
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

届
出
用
紙
は
税
務
課
に
備
え
て

あ
り
ま
す
。

問
合
せ
／
税
務
課
固
定
資
産
税
係

　
　
　
　
（
内
線
１
４
５
）
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　夜に冷え込み気温が氷点下5度以下になると、凍
結による水道管の破裂が多くなります。特に風当た
りの強いところや日陰、北側にある水道管や量水器
には、早めに冬支度をしてください。
防寒具はこのように
○水道管に防寒具をつけていないご家庭は、早めに
　町指定の給水装置工事事業者に依頼し、保温材を
　取り付けるようお勧めします。
○水抜き装置のついていない屋外用の立上り管は、
　不凍水栓（立上り管内の水を抜いて凍結を防ぐ）
　に取り替えるようお勧めします。
○量水器は、ビニール袋に発砲スチロールやボロ布
　を詰めたものでおおい、さらにダンボールなどを
　かぶせて保温してください。
凍って水が出ないときは
　水道管や蛇口にタオルなどを巻き、蛇口を開け、

その上からぬるま湯をかけてください。直に熱湯を
かけると水道管が割れることがあります。給水装置
はみなさんの財産です。修理費用は各自負担になり
ます。大切に扱いましょう。また、漏水していると
きは、量水器のバルブを右に回すと止まります。
※給水装置の新設、改造、修理は町指定の工事事業
者が行います。

問合せ　上下水道課　☎267-5111（内線323）

水道管にも冬支度を

ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
を
巻
く

保
温
材

（
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
）

立上り管の保温方法
量水器の保温方法

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
な
どバ

ル
ブ

ダンボール

量水器

（
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
る
）

【
予
選
会
】

２
月
4
日
（
土
）・
5
日
（
日
）

大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー

【
決
戦
会
】

２
月
11
日
（
土
）
建
国
記
念
日

茨
城
県
立
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー

出
場
資
格
／
18
歳
以
上
の
方

出
場
人
数
／
５
０
０
人
程
度

参
加
料
／
２
、５
０
０
円

応
募
期
限
／
１
月
10
日
（
火
）

前
売
券
の
求
め
方
／
決
戦
会
の
前

売
券
（
２
、０
０
０
円
）
は
、
各

民
謡
団
体
ま
た
は
商
工
観
光
課
、

大
洗
町
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
へ

※
当
日
券
は
２
、５
０
０
円

問
合
せ
／
商
工
観
光
課
（
内
線
３
３
２
）

第
27
回
磯
節
全
国
大
会

　

国
民
年
金
は
、
老
後
の
生
活
を

支
え
る
だ
け
で
な
く
、
事
故
な
ど

で
障
害
者
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と

き
や
、
子
供
を
残
し
て
な
く
な
っ

た
場
合
な
ど
、
万
一
の
と
き
に
も

備
え
る
も
の
で
す
。
国
民
年
金
保

険
料
は
、
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ

う
。

《
本
人
が
保
険
料
を
納
め
る
事
の

出
来
な
い
場
合
》

　

配
偶
者
ま
た
は
世
帯
主
の
方
が

代
わ
り
に
納
め
る
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
経
済
的
な
理
由
で
そ

れ
も
困
難
な
場
合
は
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
学
生
の
方
は
、
社
会
人
に

な
っ
て
か
ら
保
険
料
を
後
払
い
で

き
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。

《
口
座
振
替
が
便
利
で
す
》

　

年
金
保
険
料
の
納
付
を
口
座
振

替
に
す
る
と
、
金
融
機
関
に
出
向

か
ず
に
済
み
、
納
め
忘
れ
も
な
く

便
利
で
す
。
ご
希
望
の
方
は
金
融

機
関
窓
口
に
備
え
て
あ
る
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
・
押
印
の
う
え

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
福
祉
課
国
保
年
金
係

　
　
　
　
（
内
線
１
６
0
）

国
民
年
金
保
険
料
は

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う

　
「
現
況
届
出
」
及
び
「
所
得
状

況
届
」
の
審
査
結
果
を
10
月
中
頃

に
郵
便
で
送
付
い
た
し
ま
し
た
の

で
、必
ず
ご
確
認
し
て
い
た
だ
き
、

古
い
証
書
は
福
祉
課
ま
で
お
届
け

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児

童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

　

出
生
等
に
よ
り
ま
だ
児
童
手
当

を
受
け
て
い
な
い
方
や
法
改
正
に

よ
る
支
給
年
齢
が
小
学
校
第
３
学

年
終
了
前
ま
で
拡
大
さ
れ
ま
し
た

が
、
該
当
の
方
で
ま
だ
手
続
き
を

し
て
い
な
い
方
は
お
早
め
に
手
続

を
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
の
翌
月

か
ら
の
支
給
と
な
り
、
認
定
を
受

け
な
け
れ
ば
受
け
る
権
利
が
発
生

し
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
現
在
所
得
制
限
で
受
給

で
き
な
い
方
は
、
18
年
度
（
17
年

中
）
の
所
得
で
見
直
し
を
し
ま
す

の
で
、
必
ず
5
月
に
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

　

公
務
員
の
方
は
勤
務
先
へ
請
求

し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
福
祉
課　

社
会
福
祉
係

　
　
　
　
（
内
線
１
５
２
）　

児
童
手
当
に
つ
い
て

　

遺
跡
は
、
一
度
壊
し
て
し
ま
う

と
復
元
す
る
こ
と
が
難
し
い
貴
重

な
文
化
財
で
す
。
そ
の
た
め
、
個

人
住
宅
や
店
舗
の
新
築
、
増
築
に

先
立
っ
て
そ
の
予
定
地
が
遺
跡
に

該
当
す
る
か
ど
う
か
事
前
に
照
会

す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
照
会
用
紙
は
生
涯
学
習
課

に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
／
生
涯
学
習
課

　
　
　

☎
（
２
６
７
）
０
２
３
０

個
人
住
宅
・
店
舗
建
設
時
の
遺
跡
照
会
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ゆ
っ
く
ら
健
康
館
年
末
年
始

の
行
事
・
日
程
に
つ
い
て

　

新
成
人
の
前
途
を
祝
福
す
る
大

洗
町
成
人
式
を
行
い
ま
す
。
ご
家

族
の
皆
さ
ん
も
是
非
式
典
に
ご
参

加
下
さ
い
。

日
時
／
１
月
８
日
（
日
）
13
時

場
所
／
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー

該
当
／
昭
和
60
年
４
月
２
日
〜
昭

和
61
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

問
合
せ
／
生
涯
学
習
課

☎
（
２
６
７
）
０
２
３
０

平
成
18
年
大
洗
町
成
人
式

ゆ
ず
湯

　

12
月
22
日
（
木
）・
23
日
（
金
）

は
、薬
湯
が
ユ
ズ
湯
に
な
り
ま
す
。

【
年
末
】
12
月
28
日
か
ら
31
日
ま

で
休
館
に
な
り
ま
す
。

【
年
始
】
元
旦
は
午
前
７
時
30
分

か
ら
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
午
後
４

時
で
閉
館
し
ま
す
。
２
日
以
降
は

通
常
営
業
い
た
し
ま
す
。

★
元
旦
お
し
る
こ
無
料
サ
ー
ビ
ス

★
元
旦
〜
５
日
は
カ
ラ
オ
ケ
休
止

問
合
せ
／
健
康
増
進
課

　
　

☎
（
２
６
６
）
１
０
１
０

〝
親
子
で
〞
ク
リ
ス
マ
ス

コ
ン
サ
ー
ト

　

親
子
で
吹
奏
楽
や
ハ
ン
ド
ベ
ル

の
生
演
奏
を
聴
き
、
年
末
の
ひ
と

と
き
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。
入
場

料
は
無
料
で
す
。
お
子
様
に
は
プ

レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
！

日
時
／
12
月
18
日
（
日
）
14
時

場
所
／
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー
大

ホ
ー
ル

出
演
／
大
洗
町
民
吹
奏
楽
団
・

第
二
保
育
所
ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ

曲
目
／
フ
ッ
ク
ト
・
オ
ン
・
バ
ッ

ハ
、シ
ン
コ
ペ
イ
テ
ッ
ド
・
ク
ロ
ッ

ク
、
ク
リ
ス
マ
ス
・
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
ほ
か

問
合
せ
／

生
涯
学
習
課　

藤
本

　
　

☎
（
２
６
７
）
０
２
３
０

小
泉
☎
（
２
６
７
）
３
４
７
０

　

大
洗
町
民
吹
奏
楽
団
で
は
、
団

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
小
中
学

生
か
ら
大
人
ま
で
町
外
者
で
も
、

初
心
者
も
大
歓
迎
、
楽
器
を
持
っ

て
い
て
現
在
活
動
し
て
い
な
い
経

験
者
な
ど
、
気
軽
に
申
し
込
ん
で

吹
奏
楽
団
員
募
集

下
さ
い
。

練
習
日
／
日
曜
日
18
時
〜
21
時

場
所
／
漁
村
セ
ン
タ
ー
研
修
室

月
会
費
／
１
、０
０
０
円

申
込
み
・
問
合
せ
／

生
涯
学
習
課　

藤
本

　
　

☎
（
２
６
７
）
０
２
３
０

小
泉
☎
（
２
６
７
）
３
４
７
０

大
洗
わ
く
わ
く
科
学
館

着
ぐ
る
み
劇
イ
ベ
ン
ト
案
内

　

親
子
で
一
緒
に
、
自
然
放
射
線

に
つ
い
て
、
楽
し
く
学
べ
る
機
会

で
す
。

日
時
／
12
月
25
日(

日)　

開
始
時
間
①
11
：
00
〜

②
13
：
00
〜　

③
14
：
30
〜

場
所
／
大
洗
わ
く
わ
く
科
学
館

内
容
／
着
ぐ
る
み
劇

☆
劇
を
見
て
く
れ
た
お
友
達
全
員

に
来
場
記
念
品
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

そ
の
他

♦
放
射
線
っ
て
な
ぁ
〜
に
。
♦
見

え
な
い
放
射
線
を
見
て
み
よ
う
。

♦
な
ん
で
も
相
談
し
て
み
よ
う
。

※
注
意
事
項
／
定
員
に
な
り
次
第

ご
入
場
を
お
断
り
い
た
だ
き
ま

す
。
開
場
は
公
演
開
始
時
間
の
30

分
前
と
な
り
ま
す
。
ホ
ー
ル
内
で

の
飲
食
・
喫
煙
は
禁
止
と
い
た
し

ま
す
。

定
員
／
１
５
０
人

料
金
／
無
料

問
合
せ
／
（
社
）
茨
城
原
子
力
協

議
会
☎
（
２
８
２
）
３
１
１
１

http://w
w
w
.ibagen.or.jp

休
館
日
／

12
月
12
日
（
月
）・
19
日
（
月
）・

26
日
（
月
）

（
年
末
年
始
）
29
日
〜
1
月
４
日
・

1
月
9
日
（
月
）

貸
出
時
間
／
9
時
30
分
〜

　
　
　
　
　

16
時
30
分

貸
出
期
間
／
2
週
間（
一
人
3
冊
）

図
書
室

相
談
日
／
１
月
13
日
（
金
）

場
所
／
ゆ
っ
く
ら
健
康
館
１
階

　
　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

時
間
／
13
時
30
分
〜
15
時　

心
配
ご
と
相
談

☆
在
弁
護
士
・
要
予
約

申
込
み
／
社
会
福
祉
協
議
会　

☎
（
２
６
６
）
３
０
２
１
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大洗の四季フォトコンテスト大洗の四季フォトコンテスト

　美しい海岸や河川、涸沼などの自然環境や神社仏閣など多くの歴史遺産に恵
まれ、民謡「磯節」発祥の地である大洗は、多くの人たちのこころを捉え、文人や
芸術家の作品に描かれてきました。今回は、「ポスターにしたい大洗の四季」をテ
ーマに大洗の魅力をさまざまな視点で改めて見つめ直し、広く県内外にアピール
することを目的に、フォトコンテストを実施します。

大洗の四季フォトコンテスト
テーマ　ポスターにしたい大洗の四季

フィルムカメラ部門 
グランプリ（1点）
　賞状・賞金10万円・副賞 
最優秀賞（3点） 賞状・賞金5万円・副賞  
優秀賞（3点） 賞状・副賞 
入選（10点） 賞状・副賞

主催・共催 
　大洗のまつり実行委員会／大洗町 
協　賛 
　茨城県カメラ商組合／ペンタックス㈱／㈱茨城フジカラー／パール写真店／ひかりカメラ店
後援・協力 
　茨城新聞社／大洗町観光協会／大洗写真研究会 
●募集期限　平成18年2月28日まで（当日消印有効）　　●審査結果発表　平成18年3月 

◆申込み／問合せ 
　大洗町商工観光課　☎029-267-5111（内線331) 
　〒311-1392 茨城県東茨城郡大洗町磯浜町6881-275 
　または最寄りの茨城県カメラ商組合加盟店へ 
　※詳しくは、大洗役場ホームページをご覧ください。
　　http://www.town.oarai.ibaraki.jp/

デジタルカメラ部門 
グランプリ（1点） 
　賞状・賞金5万円・副賞 
入選（5点） 賞状・副賞 

計23点の表彰を行います。

審査員
審査委員長 写真家　丹地敏明 
審査委員 茨城新聞社写真部長　井上伸二良 
　大洗町観光協会長　石井藤一郎 
　大洗町長　小谷隆亮

第7回

曜

土

日

日

日

日

17

18

25

8

関係者

一般無料

一般無料

一　般

大・中会議室

ホ－ル

ホ－ル

ホ－ル

9:00

13:00

12:30

13:00

催　事　内　容
●大洗文化センター●　　　☎266-2442
月

12

1

茨城大学公開講座

親子でクリスマスコンサート

大洗高校定期演奏会

大洗町成人式典

入場方法開催場所開始時間

今 月 の

期
納固定資産税（第３期）

国民健康保険税（第６期）
介護保険料（第６期）

納期は12月27日までです。

町の人口と世帯
（10月末現在）

人 口 19,172人
 男　　09,521人
 女　　09,651人
世帯数　06,838世帯 
転入　45人  転出　66人
出生　08人　 死亡　11人
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